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長崎県西彼杵変成岩（白亜紀低温高圧型変

成岩）と熊本県肥後変成岩（白亜紀高温低圧

型変成岩）から超高圧シュードタキライト

を発見した。また西彼杵変成岩中のシュー

ドタキライトからはナノダイヤモンドが発

見された。その鉱物学的詳細については、引

き続く大藤氏の講演で紹介する。西彼杵変

成岩中のものは、石英炭酸塩岩（蛇紋岩の一

部が CO2 の作用で分解生成した岩石）中に

幅１cm程度の黒色脈として発達する。ガラ

ス状光沢を有し、分岐構造を示すが、ガラス

は残存せず、微細な石英とマグネサイトの

集合体となっている。この中に、径数 10ミ

クロン程度の非晶質カーボンが含まれ、そ

の一部にナノダイヤモンド集合体（ラマン

分光法、TEM（大藤）、EPMA-SXES 法（寺

内）により確認）が産する。ナノダイヤモン

ド集合体は径 1～2ミクロンで、矩形を示し、

一見単結晶のように見えるが、多結晶集合

体であり、一部はロンズデーライトの構造

を示す。シュードタキライトは、特徴的な組

織（径 1 mm～数 mmの球状のマグネサイト

に富む集合体が、石英に富む基質中に散在

し、基質には流動したような組織が発達す

る）を有し、これはこのシュードタキライト

が一度融解し、再び再結晶したことを示す。

石英とマグネサイトの融解は Kakizawa et al. 

(2015: JMPS, 110, 179-188)によれば 6 GPa以

上、1600℃以上の条件であり、このシュード

タキライトが超高圧条件で形成されたこと

を示す。 

肥後変成岩中のシュードタキライトは、

大理岩中に幅 10 cm 程度の黒色脈として産

する。分岐構造を示すが、ガラスは残存して

いない。鏡下では、西彼杵のものと酷似する

球状組織が観察される。SEM による観察で

は、ドロマイトを主とする基質中に、珪酸塩

鉱物（石英と Al-Si 粘土鉱物）を主とするド

メイン（径数 mm）が球状に発達している。

ドロマイトは径 10 ミクロン程度の半自形

～他形結晶集合体で、複雑な振動累帯構造

を示す。この中には破砕組織を示す石英粒

子が含まれ、破砕粒子の粒間をドロマイト

が埋めている。この組織は、液相不混和を示

す、炭酸塩メルトとケイ酸塩メルトからの

結晶化を示唆する。CaCO3 – MgCO3系の相

図から、融解条件を推定すると、3.5 GPa, 

1280℃程度と見積もられる。
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